
 

 

 

令和 ５年 ７月 １９日 

 

  三重県知事 あて 

 

                                     三重県四日市市芝田二丁目２番３７号 

                                       四日市市 

                                       四日市市病院事業管理者 金城 昌明 

 

地球温暖化対策実施状況報告書の提出について 

 

   三重県地球温暖化対策推進条例第９条の規定に基づき、下記のとおり提出します。 

 

記 

 

１ 提出資料   地球温暖化対策実施状況報告書等 １部 または 電子媒体 １部 

 

 ２ 地球温暖化対策担当部署   市立四日市病院 事務局 施設課 

担当者名         山本 卓哉 

電話番号         ０５９－３５４－１１１１ 

Fax番号         ０５９－３５２－１５６５ 

電子メールアドレス    byouinshisetsu＠city.yokkaichi.mie.jp   



 
様式４ 

  令和４（２０２２）年度地球温暖化対策実施状況報告書 
 
１ 事業の概要 

事業者名 四日市市 

工場（事業所）名 市立四日市病院 

エネルギー管理指定工場等指定番号 ００４９０４１ 

業種（日本標準産業分類の中分類） 医療業 

従業員数 １，２１３人 

ホームページURL http://www.city.yokkaichi.mie.jp/hospital/ 

地球温暖化対策担当部署 事務局 施設課 

担当者名 山本 卓哉 

連絡先 

住所 四日市市芝田二丁目２番３７号 

電話番号 ０５９－３５４－１１１１ 

Fax番号 ０５９－３５２－１５６５ 

電子メールアドレス byouinshisetsu＠city.yokkaichi.mie.jp 

 

２ 温室効果ガスの排出の状況等 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 製造品出荷額等 

製造品出荷額等(注) 百万円 

 ※製造品出荷額、加工賃収入額、その他収入額及び製造工程から出たくず及び廃物の出荷額の

合計であり、消費税等内国消費税額を含んだ額 

※製造業事業所のみ記載してください。 

 

４ エネルギーの使用の状況等 

（１）エネルギーの使用量等 

別紙「エネルギーの使用の状況」のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

温室効果ガス区分 基準年度 

（2019）年度 

現況 

（2022）年度 

対基準年度比

（％） 

温室効果ガス排出量 A 8,298ton-CO2 6,447ton-CO2 77.7 

原単位排出量 A/B 0.160ton-CO2/㎡ 0.124ton-CO2/㎡ 77.5 

 原単位に用いた指標 B（単位） 51,945 

（㎡） 

51,945 

（㎡） 

100 

原単位に用いた指標の設定方法  



 

 

（２）鉱業・化学製品の生産・使用量 ※該当がある場合 
① 生産量 

製 品 生産量（t） 製 品 生産量（t） 

セメント t カーボンブラック t 

生石灰 t スチレン t 

アンモニア t メタノール t 

エチレン t 1.2-ジクロロエタン＊ t 

硝酸 t コークス t 

アジピン酸 t   

（＊別名：二塩化エタン、二塩化エチレン、エチレンジクロライド） 

 ②使用量 

製 品 石灰石使用量（t） 石灰石純度（％）  製 品 使用量（t） 

セメント製造 t ％  ドロマイト t 

生石灰製造 t ％    

 

５ 温室効果ガスの排出の抑制に係る措置 

  別紙「（報告用）地球温暖化対策チェックリスト」のとおり 

 

６ 温室効果ガス排出抑制への取組とその効果 

環境マネジメントシステムの導入並びに病院独自の省エネ推進委員会を設置してお

り、職員一人ひとりの省エネに対する意識向上に努めています。 

平成３１年度（２０１９年度）からのＥＳＣＯサービス提供開始によりエネルギー使

用量の削減は出来ている状況であり、事業効果が最大限発揮できるよう改善を図り、よ

り一層の排出抑制に努めます。 

 

 

 


